
天台データ

令和７年度通常会計歳入予算の内訳
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天台宗財政シリーズ①　令和７年度歳入予算の内訳
◎歳入合計　1,184,228,000円
◎分類について
歳入予算にある款項目を①本山納金Ⅰ、②本山納金Ⅱ、③礼録、④準備資金、⑤寄付金、⑥その他の６項目
に分類。分類の内訳と性格は次のとおり。
①本山納金Ⅰ（寺院に対する義務的な納金）
a.寺院教会納金　　b.非法人寺院教会納金　　c.寺院教会冥加料
751,090,000円（a＝647,190,000円　b＝1,100,000円　c＝102,800,000円）

②本山納金Ⅱ（宗に対する僧侶の義務的な納金）
a.僧侶冥加料　　b.教師冥加料　　141,800,000円（a＝12,800,000円　b＝129,000,000円）

③礼録（義務ではないが地位を得るために必要不可欠な納金）
　住職礼録・教師新補礼録・教師補任礼録・得度礼録・諸礼録　　129,650,000円
④準備資金（通常会計の前年度剰余金や国債利息）
基本財産運用益繰入金収入・準備資金繰入金収入　　88,000,000円

⑤寄付金（縁故宗派や企業からの善意の寄付金と昇補条件の寄付金）
指定寄付金・特別寄付金　　28,000,000円

⑥その他（①～⑤以外の性格）
交付冥加料・延暦寺繰入金収入・授物志納金・雑収・過年度収入・災害復興支援費収納金
伝教大師最澄1200年魅力交流事業協力金　　45,688,000円

◎分類別の割合
■①本山納金Ⅰ（寺院分）：63.44％※1
■②本山納金Ⅱ（僧侶分）：11.97％※2
■③各種礼録：10.94％
■④準備資金： 7.43％
■⑤寄 付 金： 2.36％
■⑥そ の 他： 3.86％
※1　 63.44％は寺院教会納金・非法人教会納金・

寺院冥加料の合計
※2　11.97％は僧侶冥加料・教師冥加料の合計

　
大
圓
寺
は
、
第
三
世
天
台
座
主
で
あ
る
慈
覚
大
師
円
仁
（
七
九
四
〜
八
六
四
）
が
開
基
と
な
り
、
そ
の
命
を
受
け

た
秀
観
僧
都
が
天
安
二
年
（
八
五
八
）
に
寺
主
と
な
っ
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
明
治
初
期
ま
で
に
、
市

内
の
神
宮
寺
と
不
動
院
の
両
末
寺
、
さ
ら
に
観
音
寺
と
神
宮
寺
が
統
合
さ
れ
、
現
在
の
大
圓
寺
が
形
づ
く
ら
れ
ま
し

た
。

　
江
戸
時
代
中
期
に
伽
藍
が
焼
失
し
、
そ
の
後
に
建
立
さ
れ
た
以
前
の
本
堂
は
築
二
五
〇
年
の
建
物
で
し
た
。
し
か

し
、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
の
東
日
本
大
震
災
で
柱
が
損
傷
し
た
た
め
、
前
第
六
十
一
世
住
職
の
発
願
と
、

現
第
六
十
二
世
の
晋
山
を
機
に
、
令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
に
現
在
の
天
台
様
式
（
中
堂
様
式
）
の
本
堂
と
客
殿
が

建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
尊
は
江
戸
期
作
の
阿
弥
陀
如
来
を
中
心
に
、
虚
空
蔵
菩
薩
と
不
空
羂
索
観
音
が
正
面
に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
右
の
間
に
は
不
滅
の
法
灯
が
安
置
さ
れ
、
左
の
間
に
は
不
動
明
王
と
慈
覚
・
慈
恵
の
両
大
師
を
祀
っ
て
護
摩
が

修
さ
れ
て
い
ま
す
。
境
内
に
は
護
摩
堂
や
地
蔵
堂
、
文
殊
楼
、
鐘
楼
堂
な
ど
の
伽
藍
が
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

住　　所／〒203-0051　東京都東久留米市小山2-10-1
電話番号／ 042-471-0042

91

宗
内
寺
院
紹
介

住
職

　
寺
本

　
亮
晋

東
京
教
区
第
七
部

東京教区第七部
大圓寺普門山

じ

え
ん

だ
い

①本堂　②本尊阿弥陀如来　③文殊楼
④不動明王（左の間）　⑤不滅の法灯（右の間）

ふ

　も
ん 

ざ
ん

普
門
山

大
圓
寺

❶❶

❷❷ ❸❸

❹❹ ❺❺

天台データ

令和７年度通常会計歳入予算の内訳

寺院教会納金
54.66％

その他
3.86％寄付金

2.36％

準備資金
7.43％

礼　録
10.94％

僧侶冥加料
1.08％

教師冥加料
10.89％

寺院教会冥加料
8.68％

非法人寺院教会納金
0.10％

天台宗財政シリーズ①　令和７年度歳入予算の内訳
◎歳入合計　1,184,228,000円
◎分類について
歳入予算にある款項目を①本山納金Ⅰ、②本山納金Ⅱ、③礼録、④準備資金、⑤寄付金、⑥その他の６項目
に分類。分類の内訳と性格は次のとおり。
①本山納金Ⅰ（寺院に対する義務的な納金）
a.寺院教会納金　　b.非法人寺院教会納金　　c.寺院教会冥加料
751,090,000円（a＝647,190,000円　b＝1,100,000円　c＝102,800,000円）

②本山納金Ⅱ（宗に対する僧侶の義務的な納金）
a.僧侶冥加料　　b.教師冥加料　　141,800,000円（a＝12,800,000円　b＝129,000,000円）

③礼録（義務ではないが地位を得るために必要不可欠な納金）
　住職礼録・教師新補礼録・教師補任礼録・得度礼録・諸礼録　　129,650,000円
④準備資金（通常会計の前年度剰余金や国債利息）
基本財産運用益繰入金収入・準備資金繰入金収入　　88,000,000円

⑤寄付金（縁故宗派や企業からの善意の寄付金と昇補条件の寄付金）
指定寄付金・特別寄付金　　28,000,000円

⑥その他（①～⑤以外の性格）
交付冥加料・延暦寺繰入金収入・授物志納金・雑収・過年度収入・災害復興支援費収納金
伝教大師最澄1200年魅力交流事業協力金　　45,688,000円

◎分類別の割合
■①本山納金Ⅰ（寺院分）：63.44％※1
■②本山納金Ⅱ（僧侶分）：11.97％※2
■③各種礼録：10.94％
■④準備資金： 7.43％
■⑤寄 付 金： 2.36％
■⑥そ の 他： 3.86％
※1　 63.44％は寺院教会納金・非法人教会納金・

寺院冥加料の合計
※2　11.97％は僧侶冥加料・教師冥加料の合計

　
大
圓
寺
は
、
第
三
世
天
台
座
主
で
あ
る
慈
覚
大
師
円
仁
（
七
九
四
〜
八
六
四
）
が
開
基
と
な
り
、
そ
の
命
を
受
け

た
秀
観
僧
都
が
天
安
二
年
（
八
五
八
）
に
寺
主
と
な
っ
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
明
治
初
期
ま
で
に
、
市

内
の
神
宮
寺
と
不
動
院
の
両
末
寺
、
さ
ら
に
観
音
寺
と
神
宮
寺
が
統
合
さ
れ
、
現
在
の
大
圓
寺
が
形
づ
く
ら
れ
ま
し

た
。

　
江
戸
時
代
中
期
に
伽
藍
が
焼
失
し
、
そ
の
後
に
建
立
さ
れ
た
以
前
の
本
堂
は
築
二
五
〇
年
の
建
物
で
し
た
。
し
か

し
、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
の
東
日
本
大
震
災
で
柱
が
損
傷
し
た
た
め
、
前
第
六
十
一
世
住
職
の
発
願
と
、

現
第
六
十
二
世
の
晋
山
を
機
に
、
令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
に
現
在
の
天
台
様
式
（
中
堂
様
式
）
の
本
堂
と
客
殿
が

建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
尊
は
江
戸
期
作
の
阿
弥
陀
如
来
を
中
心
に
、
虚
空
蔵
菩
薩
と
不
空
羂
索
観
音
が
正
面
に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
右
の
間
に
は
不
滅
の
法
灯
が
安
置
さ
れ
、
左
の
間
に
は
不
動
明
王
と
慈
覚
・
慈
恵
の
両
大
師
を
祀
っ
て
護
摩
が

修
さ
れ
て
い
ま
す
。
境
内
に
は
護
摩
堂
や
地
蔵
堂
、
文
殊
楼
、
鐘
楼
堂
な
ど
の
伽
藍
が
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

住　　所／〒203-0051　東京都東久留米市小山2-10-1
電話番号／ 042-471-0042

91

宗
内
寺
院
紹
介

住
職

　
寺
本

　
亮
晋

東
京
教
区
第
七
部

東京教区第七部
大圓寺普門山

じ

え
ん

だ
い

①本堂　②本尊阿弥陀如来　③文殊楼
④不動明王（左の間）　⑤不滅の法灯（右の間）

ふ

　も
ん 

ざ
ん

普
門
山

大
圓
寺

❶❶

❷❷ ❸❸

❹❹ ❺❺


